






















































How to Teach Jump Rope Based on the Movement Affinity : 
In the Case of Behind the Back Cross
髙橋正行（仙台市立松森小学校），長見　真（帝京科学大学）
















































































































































































































































































































































































 1  0  0  0 0  0
 2  5  3  1 0  0
 3  2  4  0 0  0
 4 39  4 11 3  9
 5  4  8  3 1  0
 6 20  3  0 2  0
 7  2  1  0 1  6
 8  3  0  0 0  0
 9  8  3  1 0 19
10 17 13  6 4 23
11 23  6  1 1  6
12  8 25  1 1 25
13  0  0  0 0  1
14  2  0  0 0  4
15  7  0  0 3 32
16 28 16 11 4 16
17 29 20  5 0  8
18  3  6  1 1  1
19 27 25  4 0  1
20 22  8  7 2 11
21  6  0  0 0  0
22 12 欠 欠 0  0
23 21  2  1 1  0
24  4  0  3 0  1








































































A 2  0
B 0 19
C 4 23
髙橋　正行，長見　真
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礎技能の中に前方交差とびを含めてある．
Ⅴ．まとめ
１．研究の成果
本研究は，前方背面交差とびの技術を「手首の
外回旋」「視覚による跳躍の先取り」「グリップの
振り下ろし」とし，これらの技術を基に前方背面
交差とびファミリーを編成し，「基礎技能」→「予
備技」→「目標技」と段階的に指導することが前方
背面交差とびを習得させるのに有効ではないかと
仮説を立てて指導実践に取り組んだものであっ
た．実践の結果，25名中12名が背面交差とびを
成功させ，そのうち６名が２回以上連続で跳べる
ようになった．
このことから「手首の外回旋」「視覚による跳
躍の先取り」「グリップの振り下ろし」は前方背
面交差とびファミリーにおける共通の技術であ
り，これらを基にファミリーを編成し，「プロペ
ラ回し」などの基礎技能の学習→「返しとび」「混
合交差とび」の予備技の学習→目標技「背面交差
とび」の学習へと段階的に指導していくことが背
面交差とびの習得に有効であることが示唆され
た．
背面交差とびは，学習指導要領解説体育編に例
示されていないことや，一般に難易度が高いと考
えられていることから小学校体育で扱われること
は少ない．しかし，背面交差とびは独立したファ
ミリーの中に位置付けられ，他のファミリーの技
ができなくても達成することは可能である．さら
に本実践のように，系統的に学習することによっ
て小学生でも挑戦可能になると考えられる．
本実践後，ある女児は「私はなんのとびかたを
やってもできなくて背面交差とびはできてうれし
かった．」と４時間の授業を振り返ってこのよう
に記述した．運動類縁性に基づいて指導すること
は，小学校の縄跳び学習において挑戦する技の拡
がりをもたらすことにつながり，縄跳びが持つ特
性，すなわち「スポーツとしての楽しさ」に触れ
ることになると思われる．
２．今後の課題
本研究では，前方背面交差とびファミリーに焦
点を当てて「基礎技能」→「予備技」→「目標技」と
“縦方向” の指導系統を明らかにしてきた．短期
間での実践研究ということで，目標技習得に至る
までの変形技，発展技といった “横方向” の指導
系統は吟味することができなかった．
また，図１で示した各ファミリー（独立系）の
うち，前方背面交差とびファミリーと同じ象限に
位置付く前方交差とびファミリーの指導系統につ
いてはまだ明らかになっていない．前方交差とび
は子供たちが必ず取り組む技であるが，容易な技
と考えられており，その習得は児童任せになって
いる．その指導系統を明らかにすることも今後の
課題である．
さらに，小学校で活用されている「縄跳びカー
ド」には多彩な技が掲載されているものの，技同
士の関連があまり意識されていないように思われ
る．運動類縁性を手がかりに縄跳びカードの見直
しを図り，子供たちが短縄跳びの技を効果的に習
得できるようにしていきたい．
付記
本論文は，日本体育学会第69回大会（2018）
で発表した研究を発展させて，その成果をまとめ
たものである．
注
１）短縄跳びの技の表記は，必ずしも統一されて
いるわけではない．本論では，JNF日本なわ
とび競技連盟で使用されている技の表記を用
いた．なお，括弧内には，日本ロープスキッ
ピング連盟（藤沢，2015）や小学校体育の指
導書（平川，2008）の技の表記を示し，技の
イメージがしやすいようにした．
２）「運動方向，運動範囲，力積の時間的な変化，
運動局面に関して，運動構造（とくに主要機
能とアクセント）にほとんど大きな違いがな
い場合には，それらの運動形態は類縁性をも
つ」（エリッヒ・バイヤー，1993）とされ，
運動類縁性に基づいて運動指導を行う際に
は，運動構造に対する理解が欠かせない．金
子（1974）は，運動構造を理解する視点とし
て運動形態的構成要素と運動技術的構成要素
の二つを挙げている．運動形態的構成要素は
運動面，運動方向など，「どのような運動形
態を形づくるべきかという技の課題性を見る
拠点」であり，運動技術的構成要素は「技の
運動技術を解明していく拠点」である．
　　　運動類縁性を考える際，運動技術的構成要
素がどのように共通性を持っているかが問題
となる．運動形態的構成要素に共通性が見ら
れ（動きの外形が似ている）ても，運動技術
9運動類縁性に基づいた短縄跳び指導の一試み
的構成要素が異なれば類縁性があるとは言え
ない．金子（1967）は「単に絶縁的な部分の
類似ではなく，運動全体（Totalbewegung）
として本質的考察視点をもつことは，極めて
重要なこと」として運動技術的構成要素の共
通性，すなわち技術の共通性を運動類縁性の
根拠とした．
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